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川
一行
位
、ド

1
3
り
・・
J

A
d
Ti
h
H
I

・4ノ
叫
H

，rI
M
μ
，

ト八
き
さ
を
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ょ
す
寸
比
例

寸

/
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で
あ
り
ま
す
が
相
首
小
型
に
出
来
叉
温
度
上
昇
も
特
性
に
は
大
し
に
影
響
が
有

り
ま
せ
ん
。
向
第
日
闘
の
水
銀
ス
イ

ッ
チ

ω最
大
傾
度
は
一

O
度

で

あ

り

ま

す

(
最
大
傾
度
ど
は
そ
れ
以
上
の
角
度
に
す
る
さ
同
路
が
闘
ら
く
角
度
)
0

開
閉
の
角
度

水
銀

ス
イ
ッ
チ
を
傾
f
て
や
り
ま
す
ぐ
」
或
角
度
に
な
れ
ば
岡
路
は
切
れ
ま
す

が
A
型

B
型
で
は
こ
の
最
大
角
度
が
電
流
森
量一ど

共
に
上
昇
す
る
傾
向
が
有
り

ま
す
が

こ
の
角
度
は
端
子
間
隔
、
水
銀

ω
量
、
硝
子
管
の
大
き
点
、
に
よ
っ
て
実

の
大
き
さ
の
も
D
で
も
水
銀
量
を

る
も
の
で
第

H
闘
に
示
し
ま
し
た
様
に
同

加
減
し
て
や
り
ま
す
ど
開
聞
の
角
度
を
鐙
へ
て
や
る
事
が
出
来
ま
す
。
即
ち
水

銀
の
量
が
多
く
な
り
ま
す
ピ
聞
の
角
度
か-
大
き
く
す
る
必
要
が
め
り
ま
す
。
曲円

通
の
標
準
品

B
担
え
は
C
型

A
型

F
m
t
じ
l
一
O
度
程
度
で
凶
閉
出
来
ま
す

が
C
V
型
は
約

五
度
で
あ
り
ま
す
o

向
こ
の
ス
イ
ッ
チ
を
働
か
せ
る
速
度
は

mr寸
管
内
の
水
銀
の
慣
性
も
有
り
ヰ

す
の
で
侮
分

0
0
同
位
が
最
大
で
あ
り
ま
す
。
向
蕎
命
も
ん
厄
杭
以
内
で
御
使

旧
に
な
れ
ば
同
首
長
〈
用
ひ
ら
れ
ま
す
。

以

s
l
五

O
D
電
磁
水
銀
ス

4
ツ
チ

水
銀

ス
イ
ッ
チ

の
牒
用
ど
し
て
電
磁
機
構
ど
水
銀

ス
イ
ッ
チ
ど
を
組
合
せ
て

作

つ
仁
電
磁
水
銀

ス
イ
ッ
チ
が
有
り
ま
す
か
今
岡

S
l
五

O
D
な
る
伯
子
カ

パ

ー
を
有
す
る
邸
側
五

C
A
用
電
磁
水
銀

ス
イ
ッ
チ
を
完
成
致
し
ま
し
た
o

電
磁

コ
f
ル
は
交
流

.
0
0
V
に
て
動
作
し
電
総
コ
イ

ル
が
操
作
巾
は
水
銀
ス
イ

ツ

チ
の
同
路
が
閉
路
ざ
な
り
ま
す
。

倫
電
磁
コ
イ

ル'の
交
流
は

c
o
mA程
度

で
動
作
致
し
ま
す

第
a

闘
の
官
官
具
は
本
監
置
の
外
形
で
あ
り
ま
す
。

三
相
用
三
極
手
動
水
銀
ス
イ
ッ
チ

前 1 岡

S-500電磁ノ']，銀 スイッチ

水
銀

ス
イ
ッ
チ

υ動
h
N
方
而

ヘ小山
熔
凶
ど
し
て
は

.一一
相
山
水
銀

ス
イ
ッ
チ
か

必
要
で
あ
り
ま
す
。
水
銀

ス
イ
ッ
チ
'
〈
ニ
例

っ
σ，織
幽
中
に
納
め
て

ハ
シ
ド

一一一 16一一一

ル
に
依
て
動
作
さ
せ
♂
匂
も
山
で
.上
場

ω送
風
用
電
動
機
北
(の
他
各
種
の
電
動
機

を
か
か
げ
ま
し
た
o

の
開
聞
に
は
是
非
御
利
凶

ω程
お
奨
め
致
し
ま
す
。
第
J

一刷
に
本
装
置
の
寝
其

第 2 闘

ー相 )-IJ手働点銀スイッチ
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一
、
訪
問

Eヨ

刻
下
の
念
務
た
る
仁
川
婦
生
産
高

山
増
準
に
は
良
町
…

明
に
依
る
作
業
能
牢

ω向
上
いか
必
要
な
半
ば
衆
知

川ノ

」
ピ
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
仁
川
切
の
肱
心
か
二
す
製
附

室
の
照
明
は
如
何
に
す

へ
き
で
あ

ら
う
か
J

製
闘
は

限
を
使
ふ
こ
ど
甚
亡

し

;
、
然
も
長
時
間
に
沙

司

が
普
油
ピ
ト'
F
旬
、
従
来
照
川
か
適
岱
で
な
い
儒
製
阿

室
に
働
く
人

々

ω
近
似
に
な
る
し
準
は
一
般
に
比

べ
甚

，た

し
か
っ
た
。
其
虚
で
製
刷
宅
は
除
程

H
首

ω
よい、

鹿
に
撰
び

、
側
窓
J

み
で
な
，
、
じ
八
窓
に
よ
り
書
問
よ

高

い
均

な
照
度
が
得
ら
れ
る
段
に
建
築
主
れ
て
円

る
の
で
あ
る
コ
し
か
し

般
に
は
.
大
窓
が
定
分

に
じ
」

れ
な
い

の
で
窓
際
で
は
晴
.
大
の
H
は
.. 
下

ル
ク
ス
も

あ
る
が

、
部
宅
の
小
山
穴
に
机
を
置
レ
て
居
る
将
は
俺

製

園

室

日召
'1‘、

明

の

か
↓
i

ル
ク
ス
し
か
な

い
ど
一
五

た
事
に
な

叫
そ
れ

か
も
旗
散
光
に
依
る
手
暗
が
り
の
山
来
な
い
均
.
な

度
を
血
ヘ

へ
る
儒

で
主
宙
開
ぽ
繍
助
光
源
ど
し
、
叉
何
聞
は
均
A

な
高
照

電
熔
照
明
を
必

要
ど
す
る

ω
で

みの
目
。

(J) 

二
、
製
園

室
の
照

明

眼
を
ひ
y

と
く

疲
川
内
力
さ
せ
る
事

な

能
率
よ

仕
事
を
讃
け
る

r
rJ 

附
よ

Ij:'{ 

i佐

事

業

部

照

明

課

に
は

、
約
三
百
ル
ク
ス
の
昭
一
度
ヤ
必
要
ど
す
る
o

し

方向性の光に依る照明a 第 1園
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横散件.の光に依る照明b 第 1園
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附
…川
出
比
ど
し
て
は
乍

間
以
以
附
…
川
刷
い
い
以
は
間
以
ば
開
…
川
明
か
惟
喫
さ
れ
る

附
光
山
大
部
分
岐
は
4F
m
hy-
天
井

に
引い日
て
、

、

r
JV-

蹴
散
し
部

um
小
に
反
射
せ
し
め
る
の
で
ふ
る

か
ん

大
北
川
及
惜
の
社
上

は
情
欣
れ
良
好
で
反
射
窄

の
」川川

い、

十山中
か
必
要
で

、
ト小
泊
建
物
な
ん
は
良
債

ω水
竹

ベ
イ

J

ト
、
鎖
骨
建
物
な
ム
ぱ
漆
喰
喰

ご
し
て
色
は
山
色

カ-
此
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七
平
脇
市
町
上
上
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氏
b
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ト

ド

わJ

ヒ

カ
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¥
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川
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よ
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ゆ
泊
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，Aγ
バ
』

市
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比
一
山
よ
t
H
ノ似

山古
川
さ

.!i， 
泊

米
枕
迄
は
い
肌
色
、
淡

レ
株
色

以入
は
淡

黄
補
色

ど
す
る
)
いか
宅

ω感
じ
が
落
若
き
且
反
射
um

同2 バ1

m
'ピ感
ぜ
し
め
る
一
品
:
b
LJ
f、
良
好
な
附
…
川
か
ね
ム
れ

L
r
L
 

Aμ 

/，;) 

よ
〈
川凡
受
け
る
事
で
あ
る
か

、
天
井
一か一
階
色
成

は
煤
け
て
円
る
枕
な
れ
ば
一

肘

山
半
、
旬
開
式

ωゲ

υ
l
プ
ど
か
品
.
卜
式
j

川
内
制
度
山
大
き
な
器
比
-f-
川

ナ
Q

ト刀
か

乍
川
M
M
M
…川
や
川
M
M
M
…川
よ
り
貨
際
川

題

ご
し
て

よ
レぃ
巾
??
多

レ

し
か
し
ゲ

μ
l
プ
ヤ
川

ふ
る
時

は
北ベトぷ
γ

山山村、
か
し人
な
る
事
か
必
要
で
、
小
身
、σ

レ
時
ょ
熔
椛
山
卸
山
ほ
か
大
.と
な
る
伐

.4
決

な
版
刷
間
企

感
ぜ

L
め
た
り

、
協
欣
か
充
分
で
な
い
、
府
川
以
持

ω
よ

、
'ふ、ー
及
川
日

νトト
.
L
f
Q

i
t
ド

;
-7
f

'

d

鋭
い
陰
w
U
は
製
岡
本
一
で
は

井
市
に
困
る
問
題
で
あ
る
か

、
特

に

l
定
規
ゃ
.一.川

定
規

ど
か
製
尉
子

ω子
ω矯
め
山
来
易
レ
も
山
で
あ

〈主

A~'.. 

~j 

刷
は
よ
〈
繍

散
さ
れ
た
光

山
下
で
γ

イ
ク

ロ
メ

ー

タ
ー

ρ-丸
る
場
合
ど
、
ト
点
向
竹

山
光

ω
下
で

けん
る
場
人
H

ご
如
何
に
刻

H
山一
献
み

ω難
易
が
あ
る
か

わ
4

.小
し
た
も

ω
で
、
細
か
レ
物

T
N人
目。
仕
事

む
す

慮
で
は
如
何
に
撤
散
た
か
必
要
で
め
る
か
な
川
版

ボ
し
て
肘
る
も
J

で
の

目。

内ぺ・
2巧，

一
、
製
園
室
照
明
の
賓
際

倣汁
一枇
製
川
川

ご
し
て
は
第

厄
回

一

ω如
き

ユ
ー

フ

レ

ク
デ
ピ
仙
川

L
仁
ヤ
間
以
政
明

ω
全
般
照
明

-h
式
は
製

一一 18-_. 

凶
ハ
セ
附
…
川
川

ど
し
て
好
ま
し

い、
・万
訟
で
、
'J
ん
に
川
ひ

ム
れ
て
川町
一昨
4

ピ
博

し
て

肘
る

主
の
大
さ
北
他

で

慨

に
は
一五
へ
な

レ
か
、
大
開
問
川
、

一切
行
各
十
米
、

高
さ
.一.
米
枕

ω邸
宅
で
噌
、
天
井

ど

も

'H
色
な
ん

ば
、
.
一.0
0
W
器
具
十
人
ハ
例
を
川
一
列
に
益

へ
れ
ば

、

約

.0
0
パ
ク
ス

ω
高
照
度
か
均
a

に
得
じ
れ
良
好

な
附
…
川

・こ一
五
へ
る

山川
川
し
一F
aヲ
ド
司
定
四
日
月
川
浴
し
む
よ
N
n
H

川
容
ド
三
ド

A
d

ノ

l

f

l
u
r
-
#
'
H
M
れ
日
門
川
市

l
二

(

H
H山
H
H
，
会
，
ィ
ム

L
u
v

一

す
る
お
、
必
要
な
高
照
度
合
併

る
に
は
電
・
刈
出
足
が

か
な
り
大

ど
な
る
事

は
己

U
T
仰
な

レ
半

ど
存

へ
・い

非
、
慮
で
電
力
祉
の
制
限
か
ん

.. 
円

ル
ク
ス

|

れ
る

J
.

百

ル
ク
ス
ピ
一
五
つ
仁
川
何
度
に
乞
設
川
出
来
な

い、場

合

-
-は

、
ん市や
ろ
全
般
照
明
は
百

ル
ク
ス

什
.ど
し
て
各
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ァ
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ク
ラ
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O
O
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J
M
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む
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へ
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，
J
訟
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め
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此
峠
山
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配
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時
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下
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し
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光
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ω
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E
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意
せ
ハ
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ム
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電
み
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川
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護
竜
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下
乍
分
仁
f
鍍
卸

し
た
も
日
J
J
T
世

い
で
あ
る

建
物

ω構
造
上
伴
川
石

川
政
問
…
川
J
J
式

ω
仙
川
いか

一小
一迎
行
川
ff
慮
で
は

、
川
下
式
山
政
刷
新
一
J
M
川
輝
度
光

似
ハL
製
闘
机
上

に
配
置
す
る
いや
に
依
h
a以
照
明
が
斜

コ

ぷ〈岐円
一迎
山
グ

ロ
ー
ブ
に
ハ

l

チ
メ
シ

ト

J1 
?
な
つ
け
て

脱
角
山
高
純
一
肢
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遮
り
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花
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利
げ
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J
4
b
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、
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去
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あ
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I
A
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、
J

ノ
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t
r
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'
L
川
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リ
ャ
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R
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口
門
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d
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ι
r
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H
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l
l
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優
れ
た
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ω
よ
レ
附
…
川
か
れ
ム
れ
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外
闘
の
例
で
は
筑
間
刷

ω岐
に
全
般
照
明
ピ
汁パ
に

怖
助
附
…川

ど
し
て
作
業
耐
上
J

、
4
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米
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分
電
盤
ど
-一一日
へ
ま
従
米
大
理
石
盤
上

に
ナ

イ
フ
ス

イ

ツ
チ
タ
」
並

べ
之
を
鎖
函
内

に
納
め
に
も
の
か

の
常
識
で
め

h
ま
し
に
が
、
近
来
ナ
イ
フ
ス
イ
ッ
チ

に
代

っ
て
ユ
ニ
ッ

ト
ス
イ
ッ
チ
を
使
則
す
る
分
電
盤

か
一

一般
に
背
及

し
て
来
ま
し
に
。

ビ
ル
ヂ
イ
シ
グ
や

E
場
等
で
は
電
掛
川、

電
熱
等
-
J

附
削
減
を
ト
山
一
銭
分
電
盤
内

の
ス
イ
ッ
チ
に
依

っ
て
行

ふ

場
合
か
多
レ
の
で
め
り
ま
す
が

、
従
来
の
ナ
イ

フ
ス

イ
ツ
チ
で
は
長
人
に
ど
っ
て
は
取
扱
か
甚
に
不
便
で

あ
り
且

つ
時
に
危
険
を
件
は

な

レ

ど

も

限

り
ま
せ

八
、
又
現
時

ω
如

金
属
材
料
を
な
る
べ
く
節
約
し

な
け
れ
ば
な
f
山
ど
き
ナ

イ
フ
ス

イ
ッ
チ

ω燥
に
銅

分
電
盤
用
ユ
ニ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
に
就
て

多

{lt 
Jf.:J 

す

ス
イ
ッ
チ
は
凶
策
上
か
・い
も
刷

zH

〈
な
レ
ど

川心
ひ
ま
す

'
」

ω知
ユ
ニ
ッ
ト
は
一

般

に

般

家
庭
で
佐
川
し
て

肘
る
ス
イ
ッ
チ
ピ
モ

ω
外
側
操
作

か
始
八
三
援
ム
山
信
大
捷
取
扱
か
安
易
で
の
り

H
つ

銅
む
も
ナ
イ
ツ
ス

イ
ッ
チ
に
比

へ
て
は
る
か
に
少
サ

で
の
る
お
に
園
策
に
も
川

ム
次
第
で
の

h
止
す

弊
一枇
で
は
各
種
別
途

に
従

っ
て

山
種
知
的
ユ
一
一
ツ

ト
'
ピ
製
作
販
一
貫
し
て
肘
り
ま
す

ん山
で

川正常
年
に
就
き
洋

制
説
川
し
併
せ
て
之
を
佐
川
し
て
如
何

に
し
て
分
電

盤
十-
飢
丘
て
る
か
合
以
下
説
明
し
て

見
仁
レ
ど
以
ひ

ま
すハ川
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弊
枇
で
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分
電
盤
は
け
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今
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作
し
て
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再司王

剛

右.
い
や
業
部
出
川
村
課

一一、

ユ
ニ
ッ
ト
を
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aq
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の
電
燈
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に
分
電
盤
内

の
ス

イ
ッ
チ

に
依

る
場

A
n
か
多
レ

山
で
め
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り
ま
す
J

従

っ
て

分
竜
盤

に
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誰

も
か
子
JV-
絢

れ
る
乙
ど
じ
な
ら
ま
す

従

来
の
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に

大
即
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上
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ナ

イ
フ
ス
イ
ッ
チ
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並
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仁
分
電
盤
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は
充
電
部
か
一品
川
(
て

川
る
幻
に
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に
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ピ

リ
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ど
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L
な
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か
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五
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危
険
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抱
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ス
イ
ッ
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火
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出
仁
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し

て
策

ω
川抑

レ
女
市
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務
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子
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れ
る

の
を
嫌
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岐
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弊
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ユ
ニ
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さ
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。
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安
全
、

作
用
確
寛
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鵠
裁
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〈
且
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分
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盤
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す
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。
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ま
す
し

、
又
全
然
電

気
の
知

識
の
な
レ

人

が
扱
ふ

き
は
時

に

危
険
を
将
来
し
な
レ

ど
も
限
り
ま
せ
ん
o

若
し
分
電
盤
の
ス

イ

ツ
チ
も
吾
々
が
家
庭

で
使
用
す
る
ス

イ
ツ

チ
同
療
に
極
め
て
安

易
な
気
持
で
賠
減
出

来
に
ら
其
に
便
利

r

も

ωど
な

り

ま

せ

-「
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ユ
ニ
ッ

ト
を
使

川附
す
れ
ば
乙
の
こ
ど

が
簡

単
に
達
成
さ
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
J

即
九
ユ
ニ
ッ

ト
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使
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す
れ
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電
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全
然
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や
J

そ
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家
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イ
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簡
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ま
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分
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盤
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ヤ
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搬
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付
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付
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憐
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付
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上
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ご
次
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如
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'
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ユ
ニ
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ト
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版
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{
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っ
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め
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仁
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か
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一
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し
仁
る
多
仙
株
式
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配
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内
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於
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H
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-
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紋
式
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岐
す
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介
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u
ソ
ツ
ト

以
ド
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岐
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戸
立
候
)

山叩
ち
幹
線
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中
性
線
'f
陵
地
し
仁
川
m相
-
二
線
式
、

」
一相
四
線
式
等

ω配
電
万
式
て
は
分
電
盤

の
一〈

i
ツ

LJ
4
車
極
で
宜
し
レ
の
で
こ

、ソ
場
合
は
哨
極
問
司
路

川
斗
ニ

ッ
ト
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使
川刑
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れ
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ニ

・三
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つ

り
三
寸
、
勾〆

い
他
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合
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へ
は
単
相
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線
式
、

相
.
1

線
式
等

?
と
き
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雨
極
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路
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す
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ツ

ト
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叫
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H
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作
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を
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す
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す
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減
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ム
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山
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の
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ま
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U
V
・
・
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来
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ど
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っ
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戴
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燈
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扇
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そ
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ロ
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ド
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コ
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A
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U
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り
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遜
信
省
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岐
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熔
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官

山
出
刊

v-刊
叫

上
掛
御
徒
町
々
命
日

勉
強
と
照
明

ト
字
以
石
段
河
川
河
来
所
付
JU

舟

一
般
倒
鎧
参
向
者

内
山
郎
辿
一
一
七
川
窄
校

山
し以
陸
軍
第
一
一
病
院
長
外
将
校

陸
部
士
吉
郎
十
校

逓
信
省
航
安
局
機
胸
科
畢
生

遁
信
省
無
線
技
術
研
究
所

タ
イ
園
新
聞
記
者
副

北
海
道
岩
内
排
理
問

大
阪
マ
ツ
ダ
管
下
優
良
版
費
州

一時
附
マ
ツ
タ
管
下
催
良
版
而
山

東
北
マ
ツ
ダ
仙
量
販
責
山

大
阪
ラ
ヂ
オ
商
組
合

普
通
電
球

二
五
名

c 
fJ 

間
五
o
h

fJLI 
七

O
H

二
五
H

ノし
。。

11 

五
O
名

普
遁
電
線

織
潰
宵
異
業
商
莱
組
合

j
O
A
K
技
伽
A
H
絡
・川n

d
時
命
け

絹
川
飛
行
機
削
究
所

大
通
商
工
曾
議
所
主
催
尚
来
叫
察
…‘

ぃ
烈
庇
屯
時
命
円
批
仁
持
説

ぃ烈・以
和
大
眼
科

米
禅
高
等
工
業
製
校
電
気
科

大
阪
薬
畢
喜
門
窄
陀

昭
和
時
何
事
専
門
鳳
十
時
何

証
北
州
立
工
業
皐
椅

王
子
医
奇
小
宰
校
職
員

一
般
例
人
参
問
者

本
月
参
観
者
総
数

二
五
庁

内
つ
H

ハL
H
O
N
 

4
J
H
 

J

ハ
ρ

:.{.=1 -

-- JL 三

7i..て --
.ムじ
H

-七
H

小
什
・
人

一'ζ
朽

間
仁
川
夕
刊

一
凶

O
九
名
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燈

1 

暗

レ
ザ
」
ど
が
き
-
h
ひ
l

l
J」
レ
ヘ
ば

、
何
か
枇
曾
生
活
的
な
、
道
徳
的

な
こ
ど

D
や
う
に
問。
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
話
題
は
燈
地
に
闘
す
uo

'
」
ど
で
あ
る
。

僕
も
家
族
も
、
家
庭
生
活
の
明
る
レ
乙
ど
を
期

し
て

、
小
さ
な
家
で
は

あ
る
か
ど
の
部
尽
に
も
窓
が
多
，、
、
電
気

ω球
も
、
僕
の
枚
入

ω制
合
シ

ム
レ
ふ
ど
、
す
つ
ど
大
き
レ

)

そ
の

小
で
葺
も
夜
も

一
同
副
か
に
さ

5
め
レ
て
ゐ
る
」

分
不
相
燃
に

賞
担
仲
な
ベ
う
で
も
め
る
が
、
ず
」
れ
が
健
康
保
持
の
候
件

D

ウ
に
'
も
と
?
っ

て
居
る
り
で
は
な
レ
か
ど
考

へ
る
ご

、
決
し
て
不
経
済
で
は
な
い
、

夫
婦

下

、.
E
E
-
-

a

，
 

記
土

岐

設口

!留

-」
チ
供
四
人
、

そ
の

チ
供
の
う
九

、
長
女
も
次
L
A
も
す
で

-』
凶腕
さ
、
長
男

38 

は
こ

ど
し
東
京
の
市
大
企
卒
業
し
て
J

一井
鉱
山
に
就
職
し
、

ん
J

、
ピ
ロ
ド
閣
刈

-

ノ

d
E
F
M
r

多
事
の
際
で
あ
る

か
L
J」
海
軍

ω短
期
現
役
士
官
や一
志
願
し
に
ど
乙
ろ

、

ギ

に
合
格
し
て

、
す
く
よ
討
中
肘
に
な
り
、
五
月
か
ム
経
理
皐
校
に
補
修

皐
生
生
前
を
し
て
服
る
が
、
ふ
ど
よ
ょ
の
娘
、

そ
れ

〉
が
、
符
健
康
飽
で
、

か
ツ
眼
鏡
む
か
け
て
居
る
も
J

か

.
人
も
居
な
レ
コ
眼
鏡
を
か
け
て
ゐ
て

も
健
康
儲
J

も
の
ま
あ
る

-」
相
違
な
レ
いか
、
長
男
か
同
学
校
で

の
記
念
認
其

な
ど
様

ウ
た
の
を
見
る
ど

、
眼
鏡
の
占
年
の
随
分
多
い

の
に
汚
か

F
る
わ
三

併
な

レ
。戸
大
事
で
も
海
軍
で
も
友
達

D
字
数
以
上
は
近
腕

し

も

し
明
る
い
家
庭
か
限

に
も
関
係
が
め
る
ご
す
れ
ば
、
簡
易
に
し
て
清
純

r

生
活
り
幸
福
は
、
電
燈
料
金
に
も
比
例
す
る
ど
い
へ
る
か
も
知
れ
な

レ
υ



彼
等
が
も
っ
ご
皐
業
'ど
勉
強
し
て

、
事
校

ω
成
績
が

、
才
媛
三
か

秀，
J
ど
か
呼
ば
れ
る

眼
鏡
'パと
かμ

J

に
な
っ
て
尉
に
-

b

、
成
は
ひ
ど
し

け
る
や
う
に
な

っ
LL
r
zd
知
れ
な
レ
か
、
Mm
し
遺
侍
ど
いい

ふ

』J'

CI") 

;tl 

，ま
、
ま
づ
き
う
、
・
J

停
泊
の
形
待
討

に
他
す
る
ま
A
V

は
な
く

、
お
や
ち
に

一似
て
る
、
現
在

ω程
度
いか
自
然
な
ど
こ
λ
で
め
ら

う
o

平
凡
に
し
て
健
康
、
無
名
無
位
句
」
し
て

忠
誠
な
る
も
の
)
最
も
必
要

似
て
も
、
む
ム

ノ、ろ

な
時
代

-」
、
仰
は
等
夫
婦
カ
雨
親
ど
し
て
取

っ
て
来
仁
万
針
立
、
点
閣
に
針

し
て
も
適
首
で
あ
パ
ノ
'
に
ど
んい同
じ
て
い
、
r
l
ー
で
あ
る
o

2 

行
燈
、

-フシ

ガ
ス
燈
、
電
熔
、
ヰ
オ
ン

|

|
回
顧
す
る
ど
丘
十
五

年

ω僕
ω
-hw川十
品
、
照
明
の
護
蓬
史
に
順
熔
し
て
肘
る
。
日
民
い
生
併
で
あ

ソ
亡
な
ご
ざ
今
か
ム
老
レ
込
ん
ピ
感
惣
'ピ
述

べ
る
の
で
は
な
，、

、
む
l
ろ

照
明

都
民
蓬
山
氏

ω
方
が
、
ま

r
し
f
-d
J
-
忽
速
か
っ
願
著
で
ふ
つ
に
わ
け

でみ
の
る
。

僕
が
浅
草

ω
生
家
に
の
っ
て

、
雨
親
ぜ」
枕
ぞ
ん」
・同
べ
て

J
て
屈
に
み
の
に

ま
つ
ど
こ
ろ
-
-
は

、
行
燈
が
つ

い
て
ゐ
仁

いい
ま
で
は
古
道
具
足
の
底
先

-』も
、
そ
ん
ζ
も

ω
は
凡
ら
れ
な
い

が
、
相
川
n
聞
大
き
な
も
の
で

、
高
さ
は

う
A

納
長
f

、
山内角

に
煩
っ
た
紙
の
う
九

γ

メ

l
ト
μ
弱
も
の
つ
に

ゐ
「
』
ヲ
ひ

滞
亦
く
燈
心
の
油
灯
か
ど
も
っ
て
居
に
か
、
そ
っ
静
か
な
照
度
ど
情
極
ど

は
な
人
J

な
か
な
つ
か
し
、

コ
締
草
紙
ペ
歌
舞
伎

41
鍋
島

猫
ご
い
J

の

が
あ
っ
-二

そ
ん
な
話
'T
き
い
ー
に
晩
h
v
f
、
行
燈
に
大
き
な
猫
の
彩
か
う

つ
る

I
1
1
句
集
いか
し
て

、
仰
な
か
に
限
か
さ
の
た

さ
き
な

ノ凡
に

こ

わ
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
o

下
引
け
e

」)
初
婚
生
活
を
初
め
仁
三
き
は
、
三
セ

ラ
シ
フ
で
あ
っ
た

さ

婦
除
ど
レ
ふ
も
の
か
随
分
松
山
山
内
カ
の
に

J
で
め

っ
た
に
相
違
な
レ
0

・不ヤ

を
ふ
く

、
、ン、
J
'
Z
切
る
コ
こ
の
一
フ
シ

フ
の

、ンシ

の
切
t
-J
ど
い
ふ
も
の
が
、
貨
に
む

つ
か
し
レ

も
の
だ
J

千
戸町
ハ句、
ンシ

の

な

っ

左
右
か
さ
?
八
ど
焔
を
均
ム
し
て
、め
か

る
く
結
く
こ
ど
は
、
な
か
な
か
な

、、、、

札
、・7
J
し
し
て
も
、
そ
り
あ
は
せ
め
が
よ
:
除
ひ
濯

っ
て

、
そ
乙
か

な
女
小
二
ど
っ
て

、-フ、
J

ム
M
m
先

ω
べ
う
に
燃
え
立

つ
。
ホ
ヤ

か
一
り
さ
:
寸
ふ
っ
て

L
・4

、、

ポ
ツ
/
¥
/
¥
ピ
レ
き
を
す
る
o

そ
八
む
さ
き
叱
ら
れ
る

の
は
ん
民
小
マ

僕
も
打
レ
時
分
は
か
な
り
都
曾
人
ム
し
レ
州
・
頼
も
九
で
め
J

-

』か
、

-7J
ョド
、ソ

-39一一一

ブ
み
た
わ

-』腹
を
立
て
る

こ
ど

ω応
鹿

々
々
し
さ
ま
、
結
日
切
か
火
山
明
開
化

ω

過
渡
期

パペ

特
性
で
あ
つ
に
ど
も
レ

P
I
-
-

ヵ
。

ガ
ス
般
に
な

っ
て
か
ら
、
め
の
絹
か
何
人j
で
活

ιれ
仁
一
、

、J

ト
N
Y

ど
レ

ふ
も
り
か

種
の
情
趣
を
も

っ
て
は
印刷仁
か
、
-
a附
で
ド
、

7J
.、一
守
る

ピ
、
階
下
の
マ

ふ
ト
ル
が
こ
わ
れ
て
、
h

ぷ
-』
子
さ
ぐ
り
合
し
ハJ
:
れ
ゴ
な

ら
な
い
や
う
な
ど
き
、
困
る

ご
い
J

よ
り
も
、
あ
ふ
な
か
っ
た

タ
jJ 

、ふ
る
ご
、街
の
ガ
ス
燈
の
あ
か
り
を
つ
け
て
あ
-

く
男
が
民
て
、長
い
棒
を

振
っ
て

ス
タ
/

ど
歩
い
て
行
く
姿
も
一

明
治

一
広

し
い
風
物
詩
長

ω

つ
で
あ
ら
、
3
0
蝦
幅
ど
い

ふ
小
さ
な
怜
奇
な
動
物
が
、
し
ま
は
る
う

全
く



一

l夕
空
を
飛
ば
な
く
な
っ
て
仕
舞

つ
に
乙
ど
ど
北
ハに

、
人
間
の
生
活
も
刻
々

一

叫
進
化
し
に
。

3 

ガ
ス
燈
ど
電
燈
ど
を
併
用
し
て
ゐ
仁
時
代
も
.
相
首
藤
ハ
ー
に
ゃ
う

で

ι

る
u

ガ
ス
燃
や
」
や
め
な
け
れ
ば

、
竜
婚
を
つ
け

5
せ
な
いい、

ピ
レ
ム
こ

ど

に
な
っ
て

、
電
燈
専
凶
の
郷
市
期
に
な
っ
に

ω
で
あ
る
が
、
僕
等
が
芝
消

松
町
に
小
さ
な
作
肘
を
新
築
し
に
ど
き
は

、
ま
に
ガ
ス
の
鉛
管
ど
電
気

ω

コ
ー
ド

ど
が
天
井
一迫
に
な
ら
べ
て
あ
つ
に
ど
思

ム。

そ
こ
に
十
五
年
開
幕
し
て

、
あ
の
関
東
大
長
災
に
蓮
ひ
、
恰
度
再
新
築

の
改
装
早
ん
、
焼
け
出
さ
れ
に
の
で
め
る
が
、
現
在
の
目
黒
に

時
避
難

し
に
笛
時
、
こ

の
謹
一
帯
の
暗
さ
ど
い
ふ
も
の
は
、
道
を
歩
い
て
鼻
を
つ

ま
ま
れ
で
も
、
わ
か
ら
な
い
く
ら
ゐ
で
め
つ
に
か
ら
、
僕
が
部
落
の
人

ん

を
説
レ
て

、
路
上

に
熔
を
つ

y
る
こ
ど
を
護
議
し
、
曾
枇

ど
交
渉
の
結
果
、

電
い
仕
も
電
燃
も
私
此
ど
い
l

ふ
こ
ど
で

、
ゃ
っ
ど
脚
も
ど
ご

T
t
か
る
や
う

に
な
つ
に
の
で
め
る

も
し
僕
の
や
う
な
も
の
が

「
都
曾

一
ー
か
ら
避
難

L

て
来
な
か
っ
た
ら
、
な
ほ
数
年
は
、
い
ま
こ
そ
や
か
ま
し
い
防
空
演
常
山

一6
非
常
管
制
一
的
寂
滅
境
を
脱
し
な
か
っ
仁
か
も
知
れ
な
い
γ

。

「一一一一一

4 

例
数
ど
燈
弘
ん
ど
は
い
V

ろ
/
¥
な
閃
縁
が
め
り
、
逸
話
や
縁
起
も
齢
な
〈

一一J

な
い
o
一
燈
指
経
」
ど
か
「
占
灯
花
経
」
ど
か

い
ふ
お
経
も
め
る
ら
し
い
l
υ

八
高
四
干
の
法
門
で
あ
る
か
ら
、
大
采
ピ
ザ
で
も
読
み
遁
せ
な
い
ー

が
、
手
を

も
っ
て
例
前
の
燈
を
挑
寸
に
に
め
に
指
の
光
明
を
感
じ
、一臓
を
得
に
ど
か

、

塔
の
中
に
忍
び
込
ん
ピ
盗
賊
が
、
例
前
の
燈
の
減
せ
ん
ど
す
る
の
を
箭
で

か
き
た
て

、
仰
の
威
光
に
お
そ
れ
で
普
慮
に
生
じ
に

ど
か
、
併
前
の
燈
火

か」

μ
で
吹
き
消
し
て
は
い
け
な
い
ど
か
、
説
教
の
種
に
な

っ
て
尉
る
o

燈

火
を
も

て
吉
凶
を
市
ふ
こ
ど
は
な
か
/
¥
こ
ま
か
な
黙
に
ま
で
及
ん
で

ゐ
る
。
即
九
二

灯
に
花
々
の
り
て

一史
に
.
主
っ
て
減

3
5
れ
ば

、
来
月
再
度

あ
り
、
.
大
明
に
亘
っ
て
減
せ
令
落
ち
守
さ
れ
ば

、
立
川
事
之
日
絶
え
す
、
灯
、
北

一一-40一一一

を
凶

レ
て
卯
上

に
向
ふ
、
必
中
大
人
慮
に
於
て
書
を
得
、
若
し
七
夜
か
く
の

な
れ
ば

、
君
子
則
も
官
営
加

へ
蔽
を
進
め

、
れ
人
尚
買
は
ま
す
ま

す
利
宜
め
り
」
ざ
い
ふ
や
う
な
大
道
易
者
的
な
ど
こ
ろ
か
ら
、
晴
曇
風
雨

ず
」
ゾ
」

の
故
報
ま
で
し
て
ゐ
る
o
一，
I
チ
も
ど
八
む
今
時
分
、
気
ま
ぐ
れ
ゲ
ん
す
ね

し
の
啓

一
ピ

レ
ふ
廓
情
調
は
、
二
伎
の
雨
1

一ピ

レ
、
ム
う
に
搾
の
文
句
に
残
っ

て
居
る
か
、
紀
文
や
助
し
ハ
な
.ど
の
遊
ん
ピ
一

不
K

代
以
ー一
も
電
燈

に
な
っ
て

か
ら
は

、
J
子
の
飛

ぶ
こ
ど
も
す
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
仁
コ
現
代
的
に

は
、
てネ

オ
ン
も
消
え
仁
レ
ま
時
分

一ど
い
1

ふ
ど
こ
ろ
で
め
ら
う
が
、
か
う

レ
ム
方
面
に
出
入
し
て

、
ス
ウ
コ
」
ん
ど
か
、
E

イ
さ
ん
ど
か
呼
ば
れ
る
機
曾

を
逸
し
て
し
ま
っ
た
僕
に
ど
っ
て
は

、
公
に
銃
後
的
生
活

へ
刷
新
す
る
ほ

ぜ
の
こ
ど
も
な
い
。
心
頭
の
減
却
は
谷
口
仰
で
な
レ
が

、
新
涼
郊
嘘
に
入
っ

て
、切
に
空
襲
ど
停
電
の
な
レ
こ
ど
を
断
念
す
る
ぐ
ら
ゐ
な
も
の
で
あ
る
。
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照
明
の
専
門
家
に
し
て
脱
力
保
健
聯

mm
ω
常
務
理
事
た
る

工
皐
博
士
伊

藤
牽
二
君
は

中
時
代
か
ら
の
友
達
で
、
伐
の
照
明
に
閲
す
る
一
識
見
一

は
お
ほ
む
ね
彼
か
ら
注
ぎ
込
ま
れ
仁
も
の
で
ゐ
る
が
、
全
〈
彼
が
い
ふ
遁

り
、
わ
か
第
a

a

岡
山
氏
の
近
刷
宅
問
屈
は
、
特
に
図
防
の
上
か
ら
、
重
大
な
、

緊
切
な
案
件
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
侠
は
一
一
.
十
長
前
後
の
時
、
警
皐
博
士

前
回
珍
男
子
翁
の
診
察
に
よ
っ
て
、情
伏
近
耐
の
眼
鏡
を
か
け
さ
せ
ら
れ
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最
初
は
す
こ

ぶ
る
閉
口
し
に
が
、
そ
れ
で
も

一
科
皐
1

一
を
信
じ
遁
し
に
。

ハ
ー
〉
ど
わ
か
つ

て
ゐ
る
こ
ど
で
も
、
な
か

/

¥
断
然
寅
行
す
る
こ
ど
は
む

つ
か
し
レ
も
の
で

、
丈
部
省
制
定
の
皐
絞
照
明
規
程
な
ざ
も
、
燈
下
親
し

む
べ
き
の
候
ど
な

つ
に
最
初
の
説
占
-
:

ま

‘っ

そ
の
こ
ど
が
、
銃
後
の
責

任
で
あ
り
義
務
で
あ
る
ど
も
考
へ
る
ο

ド
イ
ツ
は
十
五
年
前
に
初
め
て
皐

校
照
明
規
程
を
き
め
た
が

、
そ
れ
か

ら
七
年
後

に
大
改
正
を
行
っ
て

、
何

事
に
も
世
界

を
誇
る
ア
メ
リ
カ

の
照
度
よ
り
遥
か
に
高
い
も
の
ご
し
た

ピ
レ
ふ
。

い
つ
ぞ
や
来
朝
し
亡

ヒ
ト

ラ
ァ

・
ユ
l
夕
、
J

ト
に
殆
ぜ
一

人
も

眼
鏡
を
か

て
ゐ
る
も
の
が
な
か
っ
た
ど
い
ふ
事
質
に
針
し
、
嘗
時
一
枇
曾

は
驚
異
の
眼
を
そ
ま
に
て
亡
が
、
し
か
も
皐
校
教
室
の
照
度
比
較
表
に
眼

を
蔽

っ
て
ゐ
て
は

、
日
本
の
儲
位
向
上
策
も
、
法
一
に
近
刷
版
的
仁
ら

F
る

を
得
な
い
。

一
文
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み
の
百
損
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は
、
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に
こ
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方
面
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が
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い
古
代
撃
の
教
室
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少
年
少
女
達
の
い
そ
い
そ

ご
熱
心
に

「

勉
強
し
て
居
る
姿
に
接
し
に
ら
、
敬
愛
の
情
さ
北
ハ
に
蔚
然
か
っ
慨
然
に
ら

5
る
も
の
が
あ
ら
う
か
。6 

時
局
的
に
、
印
刷
の
紙
も
わ
る
く
な
る
叫

支
化
的

に
活
字
も
段
々
ど
小

さ
〈
な
る
コ

さ
う
い
ふ
ど
き
、
今
何
は
山
市
旧
図
士
官
れ
か
ら
窓
附
を
受
ゴ
仁

名
器
の

ル
ア

ナ
ル

作

一
博
物
誌

一
の
貨
に
快
適
極
・
ま
る
新
刊
か
」読
ま
う
ど

し
て
ゐ
に
ど
こ
ろ
、
テ
ス
ク
の
上
を
片

つ
?
に
途
端
に
、
一ー
マ
ツ
ダ
新
報
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へ
何
か
随
筆
め
い
仁
J

も
の
を
書
〈
約
束
の
す
り
ど
前
か
ら
あ
っ

仁
こ
ど
を

思
ひ
出

し
、
ど
り
ど
め
も

r
鉛
筆
を
持
ち
つ

づ
け
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

原
稿
紙
十
七
八
枚
ど
い
ふ
指
定
な
の
で

、
も
号
こ
の
迭
で
よ
か
ら
う
ど

、

〈
た
び
れ
休
め
に
柴
し
み
の

一』
博
物
誌
ー一
を
繰

っ
仁
ら

、
た
ま
た
ま
、

蛍

い
っ
た
い

、
何
ご
ど
が
あ
る
ん
ピ
ら
う
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も
う
古
代
の
九
時
、

そ
れ
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あ
そ
こ
の
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で
は
、

ま

r明
り
が
つ
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ど
い
ふ
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っ
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。
も
う
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時
牢
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あ
る
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ー
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明
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ス
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レ
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か
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で
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勉
強
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く
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え
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も
、
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ど
恥
か
し
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冷
め
た
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で
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を
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て
か
ら
床
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つ
く
こ
ど
〉
す
る
u

f
a

昭
印
刷
十
四
年
七
月
廿
五
日

夜
)

一一 41一一



街
を
捗
い

て
色
、
本
全
諌
ん
で
も
、

う
か
む
何
ん
だ
か
阪
…暗
に
峨
が
っ
て
行

多
〈
並
八
に
記
事
の
巾
、
照
明
人
、
電

世
の
中
に
は
知
ら
な
い
4

」
と

ω齢
り
に

は
海
外
の
新
傾
向
を
盛
つ
に
も
の
。
敷

く
拡
な
現
代
に
生
を
一
円
，r
け
て
、
恥
秩
序

多
い

ωに
鰐
か
ヨ
れ
る
白
と
同
時
に
あ

無
人
と
し
て
e

」
れ
だ
け
は
一
部
み
落
し
な

な
知
識
の
蒐
集
に

の
ム
睡
眠
し
て

ゐ
仁

き
ゃ
う
墓
む
。

れ
も
こ
れ
も
白
分
川町
知
識
に
採
り
入
れ

ス
V
O

考

ヘ
て
口
凡
る
に
け
で

ぞ

っ

と

す

× 

× 

× 

杭
と
す
る
榊
純
一
技
劇
的
近
代
人

ω-多
い

の
に
も
相
首
府
か

5
れ
る
。

ト打キ

× 

× 

× 

× 

「
電
球

ω断
繰
蔀
の
北山
4
1
1
h
J

持

」
は
東

訓
川

'CN叫
供
し
ω
仰
に
と
秘
か
に
立
ハ
八
で
加

知
識
の
而
材
計
り
拡
げ
る
ぜ
」
と
に
事

× 

京
電
燈
終
森
氏
の
現
場
か
ら
山
町
せ

ら
れ

る
臼
今
後
創
作
の
間
に
此
純
随
市
を
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築
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レコ ~I了積努濯切符スヰツチ:;1'1

マツ〆正ï~管使用
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G球ス F パF へテロダイン

ダイナミック スピーカF 袈備

エレグツトリツグ マジック ボイス撰備

円曹1昔問調間後置

レコ~ ，:前奏器切替スヰツチ附

マツダ民空間宅用
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マツダ長室菅箆用
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